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ごあいさつ 

 
社会福祉法人精神障害者社会復帰促進協会は、1971 年（昭和 46 年）に精神病回復者社会復帰

援護協会として発足しました。以来半世紀近くにわたり、「なにわ憩いの家」を嚆矢として精神障

がい者支援のさまざまな事業に取り組んで参りました。1976 年（昭和 51 年）に、大阪府から財

団法人精神病回復者援護協会として認可を受け、1994 年（平成 6 年）、財団法人精神障害者社会

復帰促進協会と改称し、2012 年（平成 14 年）には、公益法人制度改革に伴い財団法人を解散し

社会福祉法人を設立しました。 
大阪府全域を対象として公益事業として実施しております「精神障がい者スポーツ・文化芸術

推進事業」は、長らく新型コロナウイルス感染症の影響を受け、集客に大きな影を落としており

ましたが、令和６年度は以前のような活気のある開催が実現できました。ボウリング大会は延べ

141 名の参加者、フットサル交流会は 195 名、またソフトバレーボール交流大会は 65 名の参加

者となりました。余暇活動としての交流会は、11 月にバスで兵庫県へ行き、須磨シーワールドへ

行き 79 名にて文化交流ができました。文化活動である芸術文化交流会は音楽療法士の先生の指

導の下、声や身体を使った音楽表現の体験や、音楽団体の先生を迎えての音楽体験を行いました。 
本事業の開催にあたり、ご理解、ご協力いただいております個人・各団体の皆様には、この紙

面を借りて厚くお礼申し上げます。   
大阪市の事業としては、2015 年(平成 27 年)大阪市障がい者相談支援センター事業（現 大阪市

障がい者基幹相談支援センター）を港区で運営し、障がい者地域生活支援の連携と充実を担う区

障害者自立支援協議会の中心的な役割を担っております。西成区では地域活動支援センター（生

活支援型）・共同生活援助・就労継続支援 B 型の各事業を実施し、相談・住まい・就労の総合的な

支援を行っております。協同組合事業として「大阪知的障害者雇用促進建物サービス事業組合（エ

ル・チャレンジ）」などの事業にも取り組んでおります。 
新型コロナウイルス感染症が社会に与えた影響を今も要所に実感し、更なる社会の変化を感じ

ながら、スピードについていく大変さを感じた一年ありました。今後も安心して参加・利用して

頂ける事業実施に向けて尽力していきたいと考えております。 
末筆ながら、これまでのご支援に心からお礼を申し上げますとともに、今後も引き続き一層の

ご指導とご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 
 
 
令和 7 年 6 月吉日 

社会福祉法人精神障害者社会復帰促進協会 理事長 藤原 一秀   
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◇ 受 託 事 業 

 

令和 6年度 精神障がい者スポーツ・文化芸術推進事業 

 

スポーツ及び文化芸術を通じた精神障がい者の主体的に活動できる環境づくりに資するため、

「精神障がい者スポーツ・文化芸術推進事業」を大阪府より受託し、ソフトバレーボール、ボウ

リング、フットサル、芸術・文化交流、レクリエーション交流の５つの分野で事業を実施した。 

新型コロナウイルス感染症が収束した今年度、実行委員会にご参加下さる関係団体等の協力のも

と、参加者の安全・安心を第一に、参加者にとってより良い行事となることを念頭に事業を実施

した。 

 

今年度の特徴は、下記のとおりです。 

●多くの団体の参加協力を得て実施 

従来どおり、レクリエーション交流を除く全ての分野に実行委員会を設置し、各実行委員会に

て事業を企画・実施した。実行委員会には競技団体や音楽活動団体、専門家、社会福祉法人等に

ご参加頂いた。実行委員会はオンライン形式で開催し、それぞれの分野に詳しい実行委員から様々

な建設的なご意見やご提案を頂いた。また行事当日は実行委員会参加団体に加え、当事者チーム

や大学から、運営への多大な協力を得た。 

 

●当事者の運営側への参加 

種目によっては当事者チームがボランティアとして積極的に関わって下さった。その他にも、

行事終了後に「後片付けを手伝う」と言って協力して下さったチームがあった。また、ボランテ

ィアとして活動するチームの姿を見て、「自分もボランティアとして関わりたい」と事務局に連絡

をして下さった当事者もおられた。行事に参加するだけではなく行事の運営に関わって頂くこと

で、本事業の目的である「精神障がい者の主体的に活動できる環境づくり」に繋がりつつあると

言える。 

 

●他の行事への参加のきっかけ 

レクリエーション交流会にご参加下さった当事者の方が、ボウリング交流大会や芸術・文化交

流、フットサル交流会へ参加されていた。レクリエーション交流会への参加がきっかけで、他の

行事にも関心を持っていただき、参加へとつながった。今後もさまざまな行事に多くの方に参加

していただけるよう、広報・周知を徹底する。 

 

●申込方法の改善 

昨年度に引き続き、googleフォームでの申込を利用した。スマートフォンからも申込がしやすく、

個人に限らず、多くの団体が google フォームを利用して申込された。令和 6 年度は全ての行事

で、google フォームでの申込ができるようにした。 

 

 令和 7 年度も様々なご協力を頂きながら、効果的な事業となるよう努めてまいります。 
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●精神障がい者スポーツ・文化芸術推進事業 実行委員会 

令和６年度 精神障がい者スポーツ・文化芸術推進事業 各実行委員会 委員名簿 

団体名・役職名 

※敬称略、順不同 ◎は実行委員長 
氏 名 

ソフトバレーボール

 

フットサル

 

ボ
ウ
リ
ン
グ 

レクリエーショ

ン 

芸
術
・
文
化 

一般財団法人大阪府バレーボール協会 審判員長 大塚 春夫 ○     

社会福祉法人みつわ会 辻本 考太      

社会福祉法人かけはし 榎並 耕太郎 〇     

一般社団法人大阪府サッカー協会 専務理事 梶川 哲郎  ◎    

一般社団法人大阪府サッカー協会 常務理事 大槻 良太  〇    

新阿武山病院 医療福祉部 デイケア室 室長 中西 幹平  ○    

大阪成蹊大学 フットサル部 監督 佐藤 亮  ○    

大阪歯科大学 歯学部 歯学科 助教 

高槻精神障害者スポーツクラブ WEARE 
坂井 大吾  ○    

大阪府ボウリング連盟 常務理事 和田 秀樹   ◎   

大阪成蹊短期大学 幼児教育学科 教授 加戸 敬子     ◎ 

NPO 法人音の風 代表理事 
西野 桂子 

（オブザーバー）     ○ 

事務局 

社会福祉法人精神障害者社会復帰促進協会 理事長 藤原 一秀 ◎ ○ ○ 〇 〇 

社会福祉法人精神障害者社会復帰促進協会 岡 幸一 ○ ○ ○ 〇 〇 

社会福祉法人精神障害者社会復帰促進協会 八藤 博之 ○ ○ ○ 〇 〇 

社会福祉法人精神障害者社会復帰促進協会 宮田 沙紀 〇 〇 〇 〇  
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実行委員会 開催状況 

 

＜１＞全体会 

令和６年度は開催せず。 

 

＜２＞各実行委員会  

実行委員会名 概要 

ソフトバレーボール

交流事業実行委員会 

① 第１回実行委員会 

令和 6年 11 月 12 日（火）18 時 30 分～19 時 30 分  ZOOM 開催 

議題：令和 6 年度の交流会・選抜大会の開催について 

フットサル交流事業

実行委員会 

 

① 第 1 回実行委員会 

日時：令和 6年 9月 2 日（月）15時 30 分～16 時 30 分  ZOOM 開催 

主な議題：第 1回交流会の開催について 

 

② 第２回実行委員会 

日時：令和 7年 2月 3 日（月）17時～18 時 30 分  ZOOM 開催 

主な議題：第２回交流会の進行・試合方法について 

 

ボウリング交流事業

実行委員会 

① 第 1 回実行委員会（電話にて打ち合わせ） 

日時：令和 6年 7月 22 日（月）14 時～15 時   

主な議題：令和 6 年度の交流会の会場・開催時期・内容について 

 

芸術・文化交流事業

実行委員会 

日時：令和 6年 12 月 9日（月）17時 30 分～18 時 30 分  ZOOM 開催 

主な議題：交流会の内容・スケジュール・準備物等について 
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実施事業  

１．ソフトバレーボール 

① ソフトバレーボールふれあい交流会 

日時：令和 6年 11 月 28 日(木)10:00～16:30 

場所：Asue アリーナ大阪（大阪市立中央体育館） 

内容：交流試合（６人制） 

参加者：８団体・個人 2名 選手計 65 名。応援等を含むと約 80名。 

 

ソフトバレーボール交流事業実行委員会にて企画し、交流会を開催した。昨年度は感染症拡

大防止対策のため、1 試合当たり 10 分間の上限時間を設定し、予選は１セットのみとし、時

間を短縮して開催したところ、「慌ただしかった」「時間が短かった」といった声を複数頂い

た。新型コロナウイルスが収束した今年度、昨年度と同様、時間制を廃止して全試合 15点先

取の２セットマッチとした。また、参加者が無理なく楽しめるようにするため、ゆったりとし

た時間配分となるようにした。 

選手は昨年度より 10 名ほど少ない 65 名、監督や応援等を含めると約 80 名が大阪府内各地

からご参加下さった。開会式では開会挨拶を当法人理事長の藤原一秀より行った後、大阪府バ

レーボール協会 専務理事の梅須磨 源博様にご祝辞を頂き、西中野 宗子様にルール説明をし

て頂いた。試合では各チームとも声を掛け合い、熱戦が繰り広げられ、盛り上がった。初参加

のチーム、優勝を目指すチームまで、それぞれのペースで参加された。予選・決戦共、試合数

が少なくなってしまったリーグでは、他のチームに声をかけ、対戦されていた。 

試合球は株式会社ミカサ、株式会社モルテンにご提供頂いた。試合終了後の閉会式では、大

阪府バレーボール協会の長江 ジョージ様にボール抽選のじゃんけん大会をして頂き、大いに

盛り上がった。じゃんけんで勝ち残った方にはボールをお持ち帰り頂いた。 

交流の機会として、昨年度に引き続き、午後からの決戦リーグ開始前に各チームの紹介タイ

ムを設けた。また参加賞として、参加事業所の自主製品を提供した。はにわ製品、紙すき製品

など、個性豊かな製品をお持ち帰り頂いた。 

大阪府バレーボール協会の審判の皆様には、早朝からのコートの設営・準備、試合進行・最

後の片付けまでご協力頂いた。参加者からは「楽しかった！」「普段の練習とは違い、緊張感

があったり、嬉しい、くやしいという色々な気持ちを味わえた」「いつもと違うメンバーの顔

が見れた」「大阪府のチームの交流の場として、ぜひ続けて欲しい」といった声を頂いた。 

障がいのある当事者の方々に、他の参加者との交流、スポーツを通じた体力づくり、自信を

つける一つの機会として頂くことができたと考えられる。 

【試合結果】 

  ゴールドリーグ シルバーリーグ ブロンズリーグ 

１位 Up-Beatz 
ハニーライオンズ・

個人参加者 

リカバリハウスいちご

長居 

２位 
デンジャラスファミリ

ー 
 enjoy!フェルマータ 

ふれあい学園・個人参

加者 

３位 みつやサンダース シューティングスター  － 
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② 全国障害者スポーツ大会 精神障がい者ソフトバレーボール競技 

 近畿ブロック大阪府代表選抜大会 

日時：令和 7年 3月 6 日（木）10：30～11：45 

場所：大阪市舞洲障がい者スポーツセンター アリーナ 

内容：エントリーチームの強化試合・交流会 

      ※1 チームのみのエントリーとなり、急遽個人参加者も募り、強化試合・交流試合とし

て当日実施した。 

 

昨年度の選抜大会では 2チームが出場したが、今年度は 1 チームのみの参加申込となった。

当日、ウィードの強化試合・交流試合という形式で実施した。 

 

試合前の練習時間には、ウィードと個人参加の方が一緒にトスやサーブの練習を行ってい

た。開会式のご祝辞・閉会式のご講評は、大阪府バレーボール協会 専務理事の梅須磨様にし

て頂き、ウィードには、「近畿ブロック大会で頑張ってほしい」と声援を送られた。 

 

前回に引き続き、公式な試合を実施することができなかった。昨年 11 月 28 日に開催したソ

フトバレーボール交流会に出場してくださったチームに、事前に参加を呼び掛けたところ、

「そこまで競技志向ではない」という声があった。今後、出場チームを増やす工夫を検討し、

実施していく必要がある。 
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２．フットサル 

① 第 1 回 精神障がい者フットサル交流会 

日時：令和 6年 10 月 18 日（金）10：00～15：30 

会場：J -GREEN 堺 フットサルフィールド 

内容：シュライカー大阪のプロ選手による講習会（午前）、交流試合（午後） 

参加者：講習会・交流試合参加者 94 名（当事者 70 名・支援者 24 名、12 団体・個人 4 名）  

その他応援・見学者あり 

 

「令和 6 年度 第１回精神障がい者フットサル交流会」を開催し、大阪府内各地から 94 名にご参

加頂いた。開会式では一般社団法人大阪府サッカー協会 副会長の梶川様よりご祝辞を頂いた。 

毎回好評の講習会では、今回もシュライカー大阪の監督・選手に講師をして頂いた。参加団体、

個人参加者が交じり合う形で講習を進めて下さり、初めて会う人とも自然にチームワークができて

いった。講習会の最後には、希望する参加者、シュライカー大阪・大阪成蹊大学フットサル部のメ

ンバーでチームを編成し、ミニゲームが行われた。参加者の果敢な挑戦に、会場が沸いた。 

午後は 11 チームに分かれて交流試合を開催した。個人参加者や少人数での参加チームは合同チ

ームを編成し、各チーム３試合ずつ試合を行った。高槻精神障害者スポーツクラブ WEARE スタッ

フで大阪歯科大学 助教の坂井様にご協力頂き、試合の組合せは各チームの満足度が高くなるよ

う、なるべく力が拮抗するチーム同士が対戦できるようにした。 

大会の試合球は、今回も株式会社ミカサ、株式会社モルテンにご提供頂いた。閉会式では、来賓

で新阿武山病院院長の岡村様にボール抽選のための全員でのじゃんけん大会を進行して頂き、盛り

上がった。今回も多くの団体の協力を得て開催することができた。 

毎回ご協力下さっている大阪成蹊大学フットサル部は、８月に開催された「第 20 回全日本大学

フットサル大会」で見事優勝を飾られ、3 連覇されたチーム。早朝の設営から最後の後片付けまで

ご協力下さった。講習会・交流試合では、参加者が楽しく気軽に参加できるよう、常に声掛けをし

て下さり、少人数のチームのサポートに入って頂いた。 

高槻精神障害者スポーツクラブ WEARE のチームメンバーの皆さんにも、早朝から設営・準備を

して頂いた。サポートが必要な個人参加者をチームに加えて下さり、交流試合の進行にご協力頂い

たほか、人数が少ないチームにサポートに入って頂き、チームを盛り上げて頂いた。 

ご参加頂いた方からは、アンケートを通して「講習会は丁寧な説明で分かりやすかった」「普段

の練習を活かせてよかった」「他の方と交流ができて楽しかった」といった声を頂いた。 

本事業を通じて、障害のある当事者に、交流やスポーツを通じた体力づくり、大会の運営に主体

的に関わることでやりがいや自信を回復する一つの機会として参加して頂くことができたと考え

る。 
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② 第 2 回 精神障がい者フットサル交流会 

日時：令和 7年 2月 6 日（木）10：10～15：30 

会場：Asue アリーナ大阪（大阪市中央体育館） メインアリーナ 

内容：練習会、交流試合（１チーム３試合ずつ、チャレンジリーグ・エンジョイリーグ別） 

参加者：選手 101 名（17 団体・個人 4 名、当事者・支援者含む）  

 

 大阪府内各地から、101 名にご参加頂き、「令和 6 年度 第２回精神障がい者フットサル交

流会」を開催した。開会式では社会福祉法人精神障害者社会復帰促進協会 理事長 藤原一秀

の挨拶に続き、新阿武山病院 理事長 岡村 武彦氏よりご祝辞を頂いた。 

前半の練習会は、大阪成蹊大学フットサル部の部員の皆さんが企画し、進行して下さった。

準備運動からパス・ドリブル・シュート練習、ルール説明まで、参加者が交流しながら楽しめ

る方法で進行して下さった。 

後半の交流試合は WEARE スタッフで大阪歯科大学助教の坂井様に進行して頂いた。試合は普

段からフットサルをされている方向けの「チャレンジリーグ」、初心者向けの「エンジョイリー

グ」に分けて実施した。チャレンジリーグには４チームが参加され、１チーム３試合ずつの総

当たり戦、エンジョイリーグには 10 チームが参加され、各チーム予選２試合、決戦１試合ず

つ、計３試合ずつ行って頂いた。各リーグでは熱戦が繰り広げられた。 

全試合終了後にはオールスター戦として、希望者全員と大阪成蹊大学フットサル部とのミニ

ゲームを行った。参加者の皆さんは果敢に挑んでおられた。 

試合球は今回も株式会社ミカサ様、株式会社モルテン様にご提供頂いた。閉会式では、新阿

武山病院理事長の岡村様に恒例のボール抽選じゃんけん大会をして頂き、大いに盛り上がった。

ボールが当たった方は大事そうにボールを持ち帰られていた。今回も実行委員はじめ、多くの

皆様のご協力を得て開催することができた。大阪成蹊大学フットサル部の皆さんには、練習会

の進行、交流試合の審判の他、早朝のコート設営から最後の後片付けまでご協力頂いた。練習

会や交流試合では、参加者に明るく声掛けやアドバイスをして下さった。 

高槻精神障害者スポーツクラブ WEARE のチームメンバーの皆さんは、会場設営から後片付け

までご協力下さった。よく会場をご存知の方が多く、来場者への案内用紙貼りなどで助けて下

さった。 

アンケートでは「他者との交流があるので、また参加したい」、「リフレッシュになった」、「み

んなで楽しく貴重な経験ができた」といった声を頂いた。 
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３．ボウリング 

①第 1回 精神障がい者ボウリング交流大会 

日時：令和 6年 11 月 15 日（金）10：00～13：20 

会場：マグ スミノエ（大阪市住之江区） 

内容：個人戦、団体戦、ブロック戦 

参加者：当事者 73 名（事前申込 79 名）、その他見学者・支援者 19名 

当事者の内訳 団体申込 66 名、個人申込 13名 

 

当日は、府内各地から初参加の団体・個人を含む 73 名の当事者が競技にご参加下さり、多

くの事業所職員が応援に来られた。 

開会式では当法人理事長の挨拶に続き、大阪府ボウリング連盟 理事長の尾辻様よりご祝辞

を頂いた。続いて大阪府ボウリング連盟の和田様より、ボールの選び方や投球方法、ルールの

説明、ワンポイントアドバイスをして頂いた。 

参加者による投球練習後の始球式では、当法人理事長のほか、大阪府ボウリング連盟の尾辻

様、和田様、開催場所であるマグスミノエの上田様に投球して頂いた。 

競技が始まると、参加者はそれぞれ自分のペースで投球された。ストライクやスペアを出し

て笑顔でガッツポーズをしたり、同じチームになった仲間への声援や拍手をし、お互いに応援

し合い、それぞれ楽しまれた様子だった。 

競技後の点数集計中には団体紹介・自己紹介の時間を設けた。事業所職員だけではなく当事

者の方も次々とマイクを持ってお話下さった。また参加賞を納品した事業所からは自主製品の

紹介もして頂いた。参加者はしっかりと話を聞いておられ、お互いを知る一つの機会となっ

た。レーンによって、ゲームスピードがまちまちとなり、集計作業・表彰式に予定より時間が

かかり、終了予定時刻を大幅に超過してしまった。今後は予定どおり進行できるよう、事前の

レーン振り分けに工夫が必要である。 

 アンケートでは、参加者からは「とても楽しかった」「良い運動になった」「皆と交流できる

のが良い」といったご感想を頂いた。 
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②第 2回 精神障がい者ボウリング交流大会 

日時：令和 7年 2月 14 日（金）10：00～13：30 

会場：マグ スミノエ（大阪市住之江区） 

内容：個人戦、団体戦 

参加者：当事者 68 名（16 団体・個人７名） 

 

第 1 回目と同様、マグスミノエにて第２回ボウリング交流大会を開催した。府内各地から当

日 68名の方に参加頂いた。 

開会式では当法人理事長の挨拶に続き、大阪府ボウリング連盟 常務理事の和田様よりご祝

辞を頂いた他、ボールの選び方や投球方法、ルールの説明等をして頂いた。 

参加者による投球練習後の始球式では、当法人理事長の他、大阪府ボウリング連盟の和田様

に投球して頂いた。 

競技が始まると、参加者はそれぞれ自分のペースで投球された。ストライクやスペアを出し

て笑顔でガッツポーズをされたり、同じチームになった仲間への声援や拍手をされたり、お互

いに応援し合い、それぞれ楽しまれた様子だった。 

競技後の点数集計中には団体紹介・自己紹介の時間を設けた。事業所職員だけではなく当事

者の方も次々とマイクを持ってお話下さった。また参加賞を納品した事業所からは自主製品の

紹介もして頂いた。大阪府ボウリング連盟の担当者の方々に賞状をスムーズに印刷・発行して

頂いた。 

 アンケートでは、参加した当事者からは「リフレッシュになる」「ストレス発散になる」「ボ

ウリングをする機会がないので嬉しい」「楽しかった」といった声を、また支援者からは「楽

しそうに利用者がボウリングをしているのを見て嬉しかった」といった声を頂いた。 

反省点としては、レーンごとで投球スピードに差があり、ほとんどのレーンで投球が終わっ

ている中、終了予定時刻を過ぎても投球しているレーンがあり、全体的に予定時間を超えてし

まった。次回からは、投球スピードに大きく差が出ないよう、レーンの振り分けを工夫してい

く。 
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４．芸術・文化交流事業 

「こころのミュージック♪」ふれあい交流会 

日時：令和 7年 1月 31 日（金）、2月 1日（土） 

会場：ドーンセンター地下１階 多目的ルーム（中会議室４） 

参加者数：計 34 名（3団体、個人 11 名）  

 

２日間に分けて、異なる２つのプログラムを２回ずつ開催した。 

事前の申し込みでは参加者数が少なかったが、午後のプログラムに参加予定の事業所が当日

参加で午前の部に参加されたり、午前のプログラムから続けて午後のプログラムに参加られう

など、参加人数が増え、笑顔と笑い声があふれる楽しい会となった。 

 

1 つ目のプログラムは「みんな deオーケストラ♪♪」というテーマで、音楽講師の西野桂

子さんにご担当頂いた。 

最初に西野さんから「何をやっても間違いはないということ。どんなふうに演奏したり、指

揮をしたりしても OK。自由です。」との話があった。参加者は最初に西野さんの身振りを見て

打楽器を演奏し、その後、順に、他の参加者が刻むリズムに倣って打楽器を演奏した。最後は

Youtube のドラゴンクエストの曲をもとに、各参加者が指揮を行い、他の参加者はその指揮に

基づき打楽器を演奏した。「間違いはない」というルールのもと、参加者はリラックスした雰

囲気で、ほとんどの方が初めての指揮に挑戦され、初めて顔を合わせる参加者同士が一緒にな

って音楽を楽しんだ。 

 

 

アンケートでは「指揮者をしてみたかったのでいい経験になった」、「今までやったことがな

かったので面白かった」、「みんなと交流できてよかった」といった声を頂いた。 

 

2 つ目のプログラムは「聴く・奏でる・即興する」。音楽療法士の加戸敬子さん、園田育代

さん、生嶋明子さんにご担当頂いた。 

澄んだ音色のトーンチャイムや、波の音がするオーシャンドラム、金属製の打楽器アゴゴベ

ル、果物や野菜の形のシェイカーなど、様々な楽器が登場。 

珍しい楽器での合奏、「春が来た」「雪やこんこ」など皆が知っている歌の合唱に加え、今回

はお子さんの参加があり、お子さんでも簡単にできる新聞を音楽に合わせて破るプログラムが

あり、参加者はそれぞれのプログラムに楽しみながら参加されていた。 

アンケートでは「楽しかった」、「色んな楽器を演奏できてよかった」、「新聞を破るのが楽し

かった」といった声を頂いた。 

音楽を通じて、参加者が自分自身を表現し、交流する機会となった。 

 

 

 

 

 

 

５．レクリエーション 
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令和 6年度 レクリエーション交流会（日帰りバスツアー） 

日時：令和 6年 11 月日（水） 

内容と行き先：世界の貯金箱博物館 

神戸ポートタワー着（昼食） 

神戸須磨シーワールド（展示見学・体験） 

参加者：79 名（当事者 69 名、支援者 10 名） 

 

大阪府内各地から 79 名の方にご参加頂いた。 

世界の貯金箱博物館では、日本はもちろん、欧米やアジア、中東などの古代から現代まで世

界 62 カ国、25000 点を超える貯金箱の展示を見学した。「もともとは御取引先からいえにあっ

たものや旅先でのお土産をお持ちいただいたり、職員が旅先や視察先で見つけたものなど、善

意で貯金箱があつまるところになった」と職員の方に解説いただいた。アンケートでは「昔、

自分が使っていた貯金箱が展示されていて嬉しかった」「プライベートでもまた来てみたい」と

いった声を頂いた。 

昼食は神戸ポートタワーホテルにて、兵庫県産の食材をふんだんに使ったバイキング形式の

昼食を頂いた。参加者からは「食べる時間が少なかった」「料理はおいしかったけど、もっと食

べる時間がほしかった」といった声が多く寄せられ、課題を残すこととなった。 

神戸須磨シーワールドでは、さまざまないきものの展示見学、オルカショーを見て、海の生

きものたちの行動や生態について、間近で学んだ。アンケートでは「間近でオルカを見ること

ができて楽しかった」「楽しかったけど、時間が短かった」との声を頂いた。 

全体を通しては「とても楽しかった」「リフレッシュできた」「世界の貯金箱館 

では珍しいものが見ることができて良かった」といった声を頂いた一方で、「昼食の時間が短

く、あまり食べられなかった」といった声を多数頂いた。 

 

【反省点・要改善点】 

●時間管理 

出発時刻が大幅に遅れたこと、交通渋滞で時間を取られたことで全体的に時間が押したが、

予定通りに天王寺駅に帰着した。自然渋滞等は致し方ないが、余裕のあるスケジュールを組み、

時間通りの進行を心掛けることが望ましい。 

 

●交流の機会 

個人参加者については、他の参加者と会話をするなど、交流の機会になった様子であった。

ただ、異なる団体同士で交流できる場が少なかったため、参加者同士が交流しやすいような工

夫をしていきたい。  
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令和 6年度 茨木市移動支援従業者養成研修（精神障害課程） 

 

茨木市からの委託を受け、令和 7 年 1 月から 2 月にかけての開催となった。修了式についても

実施をし、講義受講者が全員欠席することなく無事に修了することができた。 

令和 6年度は申込者 5 名の内 5名全員が研修課程を修了した。 

 

（1） 概要 

課 程 精神障害課程 

研修実施日 

講習 2日、実習 3 時間 および修了式 

講義：１月１8日（土）～１月１9日（日） 

実習：１月２０日（月）～１月３１日（金）の期間中 

修了式：2月１日（土） 

修了者数 ５名 

受講料 8,000 円 

実施場所 茨木市内（菜の花・たゆたう・わかあゆ） 

 

（2） 講義内容および講師 

精神障害者の理解 
医）かつもとメンタルクリニック 

院長：勝元 榮一 氏 

障害者福祉制度と移動支援事業 

医）清風会 菜の花障害者相談支援センター 

相談支援専門員：舟木 奈緒美 氏 

茨木市障害福祉課 

給付担当：仲保 聖香 氏 

移動支援従業者の業務 
移動支援従業者の職業倫理 

有）ナンクルナイサァーケアネット 

介護支援専門員：中田 有一 氏 

精神障害者家族の理解 
福）萌 ひだまり 

所長：諏訪 恵美 氏 

精神障害者の人権 
一社）あじさいネット 

代表：芦田 邦子 氏 

精神障害者への移動介助の基礎知識 
福）精神障害者社会復帰促進協会 ふれあいの里 

ピアサポーター：高木 浩平 氏 
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令和 6年度精神科医による就労関連相談業務 

 

 １．大阪障害者職業能力開発校からの委託を受け、次のとおり事業を実施しました。 

 

（１）実施概要 

    精神障がい者の就労相談に関する経験と能力を有する精神科医を派遣し、ケース検討会

議への出席、訓練生指導に係るアドバイスや職員への助言、医療機関との連携等を行いま

した。 

 

（２）派遣回数及び派遣場所 

    令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日の間で、年間 12 回、大阪障害者職業能力開発

校に精神科医師を派遣しました。 

 

   精神科医 はなまるメンタルクリニック 

        院 長  花尾 晋一 氏 

         

 

 

 ２．大阪府立夕陽丘高等職業技術専門校からの委託を受け、次のとおり事業を実施しました。 

  

 （１）実施概要 

    精神障がい者の就労相談に関する経験と能力を有する精神科医を派遣し、ケース検討会

議への出席、訓練生や職員への助言、医療機関との連携等を行いました。 

 

（２）派遣回数及び派遣場所 

    令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日の間で、年間 12 回、大阪府立夕陽丘高等職業

技術専門校に精神科医師を派遣しました。 

 

   精神科医 かつもとメンタルクリニック 

        院 長  勝元 榮一 氏  
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◇施設運営事業 

□ふれあいの里 地域活動支援センター（生活支援型） 

地域活動支援センターでは創作的活動の機会の提供、社会との交流の促進をはじめ、相談支援

事業等を行い、障がい者の社会復帰、社会参加、自立の促進を目的としている。 

令和６年度も、感染拡大予防策を講じつつ、交流室での顔の見える関係を大切にしながらプロ

グラムを実施した。他の地域活動支援センターとの合同研修はオンラインで参加した。感染防止

対策を取りながら、食事を伴うイベントを実施し、昼食会やバーベキュー、クリスマス会、それ

に餅つき大会など、地域も含めた交流を行った。また、SST を取り入れたひまわりひろばを開催し

たり、利用者からの外出希望に応じて、月 1 回程度の外出レクを開催したり、カラオケや音楽鑑

賞、演奏も含め音楽関係のレクを開催し、レクリエーションの充実を図った。 

また令和６年度においてもさまざまな研修受託事業者より研修講師やファシリテーションの依

頼を受け、専門相談員による相談支援強化事業についても積極的な活動を行った。大阪市や大阪

府と堺市、滋賀県が実施するピアサポーター養成研修の企画検討会議の委員にも参画し、ピアサ

ポーターの活動の幅を広げるきっかけとなる一年であった。啓発活動として、地域移行支援等の

促進のために年間を通して、浅香山病院で、月１回は堺市の基幹相談支援センターの実施する茶

話会に参加し、月１回は地域活動支援センター独自で茶話会（２病棟）を実施するなどの取組み

も行った。 

指定事業として、指定特定相談支援事業は、障がい者のケアマネジメント業務、指定一般相談

支援事業については、地域移行支援を３件支援し、法人内の共同生活援助への入居が１件と退去

により地域生活へと至った。 

また、大阪市精神障害者地域生活移行推進事業については、１件を新規受託し、３件の支援を

行った。しかし、前年度からの引き続きケースについて法人内の共同生活援助への入居が１件、

退院に前向きになり、地域移行支援への切り替えを行い、引き続き退院に向けた支援を行う。今

年度に受託したケースについては、病状の悪化等の影響から会えない期間も多く、地域移行支援

事業への切り替えを行い、引き続き退院に向けた支援を行う。 

 

１.登録者 

 昨年度 
登録者 

当年度 
新規登録者 

当年度 
解除者数 

当年度末 
登録者数 

精神障がい 151 名 10 5 156 名 

重複障がい 25 名 0 0 25 名 

その他 22 名 1 1 22 名 

合 計 198 名 11 名 6 名 203 名 

 

２.活動内容と利用者数 

サービス名 提供内容 延利用者数 

昼食会 食事づくりを通じた交流 224 名 
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地域行事への参加 区民祭りなどの地域行事への参加 11 名 

種花事業 隣接している公園での地域住民との園芸活動 335 名 

交流コーナーの利用 利用者、地域住民、職員の日常的な交流の場の提供 2509 名 

入浴サービス 利用者への入浴サービス 161 名 

各種イベント・教室 個別料理教室、創作活動、外出イベント等 356 名 

グループ交流 利用者が主体的に企画運営を行うグループ 89 名 

スポーツ交流 ソフトバレーボール、ソフトボール等   16 名 

３.相談支援事業 

延 相 談 件 数 1,144 件 
 

障がい別相談件数 

精神障がい 重複障がい その他 

1,039 件 44 件 39 件 
 

相談ルート 

本人 家族等 区相談支援

センター 

サービス 

事業所 
行政機関 医療機関 福祉施設 その他 合計 

1,019 件 14 件 9 件 44 件 21 件 27 件 7 件 3 件 1144 件 

相談の実施方法 

電話 来所 訪問 

1045 件 58 件 41 件 
 

４.その他 

指定相談支援事業 

事業内容 件数等 

指定特定相談支援 
サービス利用支援 44 件 

継続サービス利用支援 277 件 

指定一般相談支援 
地域移行支援 3 名 

地域定着支援 2 名 
 
 

実習生受け入れ 精神保健福祉実習生：7名 看護実習生：26 名 
  

５.ふれあいの里 年間行事（レクレーション） 

年 

間 

行 

事 

創作活動 

（各種教室） 

個別料理教室、工作、書道、映画・音楽鑑賞、季節の飾りつけ・

行事、ひまわりひろば（SST）、クラブ活動（ぬりえ、音楽） 

地域交流 
地域ふれあい交流展示会（あったかハートフェスティバル） 

種花事業、餅つき大会、日帰り旅行（京都鉄道博物館） 

スポーツ 
ボウリング、かんたん体操、ダンス、ボッチャ、モルック、卓球、

プール、野球観戦 
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□ふれあいの里 就労継続支援 B型 

就労継続支援 B 型では、これまで通り、はたらく喜び、就労に関するスキルの習得、仲間作り

や日中の居場所作りなど、利用者の多岐にわたるニーズに応えられる場所であるよう支援に取り

組んだ。 

2024 年度は平均 10.2 名の方が利用されている。作業は月曜日から金曜日の 9 時 45 分から 15

時 45 分で実施。作業内容は紙すきを含めた印刷事業、外部の清掃作業や、内職作業（部品の袋詰、

通信販売商品の仕分け・梱包など）を行っている。 

今年度は、下半期より職員配置の変更や工賃の価格改定などが実施され、新しい環境での作業

ルーティンやシステムづくりを進めていった 1 年であった。 

近年、環境保護推進の動きや急速なデジタル化に伴い、ペーパーレス化が進んだことや新型コ

ロナウイルスの影響もあり、印刷事業の収入がピーク時の約半分になる事態となった。さらに、

社会情勢の急激な変化により原料価格の高騰などで追い打ちがかかり、工賃の改定に踏み切らざ

るを得ないという苦しい判断に至った。 

一方で、作業においては民間企業から清掃作業の依頼をいただき、来年度から開始されること

が決まった。エルチャレンジのような清掃訓練ではなく、清掃員としての作業となるため、就労

するうえで必要な身だしなみや清掃方法の助言・指導を来年度に向けて行っていきたい。また、

この清掃作業の定着を目指すとともに、作業後のフィードバックや利用者を交えたミーティング

などを行い、清掃員として作業に参加する利用者の就労意欲の向上や自信につなげていけるよう

な就労支援を行っていく。 

自主製品においても、今年度は新しい製品づくりに取り組んだ。福祉の店や区民祭りなどはも

ちろんだが、今年度は就労活動部会が主催の事業所説明会や外部講師の廣瀬先生が主催されたイ

ベントなどでも自主製品の販売をさせていただいた。福祉に携わっていない方にも手に取っても

らえ、ふれあいの里を知ってもらえる機会となった。 

来年度は、工賃向上に向けての取り組みを具体化するとともに、利用者には自分らしい働き方を

見つけていけるよう様々な作業内容の確保に力を入れていきたい。 

【事業実績】              

                       

 

 

 

 

 

 

開所日 244 日 

登録者数 22 名(2024 年度末実績) 

延利用者数 2,514 名 

平均利用者数 10.2 名 

平均工賃額 5,524 円 

写真掲載については、利用者の同意を得ています 
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□共同生活援助 ほうゆう 

共同生活援助(以下：グループホーム) ほうゆうには「ほうゆう」（定員 5 名）と「ふれあいの里」（定

員 9 名）の 2 か所の住居がある。令和 6 年度は、かねてから準備をしていたサテライト型住居の認可が

おり、令和 7年 1 月より運営を開始している。 

令和 6 年度は、ほうゆう 5 名、ふれあいの里 9 名でスタートした。ふれあいの里の 1 名は、12 月より

ふれあいの里の近くで一人暮らしをするため退去となった。退去後も夕食提供を行うなど日常生活のフ

ォローを継続、段階を踏んで最終的に単独で生活できるよう支援を続けている。一方、1月に体験を通し

て正式入居となった方が1名。元々単身で生活をされていたが浪費や生活の乱れにより日常生活が破綻、

病院に入院をされていたが、身辺整理を進めて再び地域で生活できるための準備期間としてグループホ

ームに入居となった。 

ほうゆうは 1 名調子を崩され入院されていたが、本人は単独生活の能力があるにもかかわらず入院継

続を希望されたため残念ながら退去となった。 

サテライトは、認可がおりた 1 月より 1 名入居している。15 年以上入院されていたかたで、約 1 年に

わたり、面会や体験利用を繰り返し、正式入居となった。入居後はふれあいで夕食提供を行ない随時相談

や支援を継続、就労支援 B 型作業所や訪問看護など社会資源も活用しながら安定した生活を送ることが

できている。 

今年度は感染症にかかる入居者もなく、身体面では大きく調子を崩すことはなかった。しかしながら 

入居者の平均年齢は 53歳となり、今まで以上に健康維持や予防対策などの支援強化の必要性が高まって

きている。食生活への助言や日頃の体力づくりなど、身近にできることから声かけを行っていく。また、

できないことが増えていく年代にさしかかってはきているが、本人のできないことの支援だけに目を向

けるのではなく、本人のできることを増やしていけるような視点を持って能力の維持、向上を目指して

いきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 利用者数(人) 開設日数(日) 

4 14 30 
5 14 31 
6 14 30 
7 14 31 
8 14 31 
9 14 30 
10 14 31 
11 14 30 
12 13 31 
1 15 31 
2 14 28 
3 14 31 

月 利用者数(人) 開設日数(日) 

4 14 30 
5 14 31 
6 14 30 
7 14 31 
8 14 31 
9 14 30 
10 14 31 
11 14 30 
12 13 31 
1 15 31 
2 14 28 
3 14 31 

グループホームで行う支援の一日の流れ(例) 
 
7:00  起床・整容 
8:00  体調チェック・朝食・服薬・生活費受渡し 
9:30    日中活動へ出発(作業所・デイケアなど) 
16:00  帰宅 
17:30  体調チェック・夕食・夕食後の服薬 
19:00  入浴 
20:30  眠剤服薬 
22:00  就寝 
 
不定期の支援 
居室の掃除、洗濯、調理、通院同行、外出同行 
各種サービス更新の手続き 
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□港区障がい者基幹相談支援センター（ふっききょう） 

障がい者基幹相談支援センターは、障がいがある方やそのご家族等の地域における生活を支援するため、福祉サ

ービスの利用援助、社会資源の活用、ピアカウンセリング、介護相談、権利擁護のために必要な援助、専門機関等の

情報提供、さらに港区障がい者自立支援協議会の企画・運営等に主体的に参画し、地域における課題の集約や、地域

ニーズに合わせた既存の社会資源の改善・新たな社会資源の開発に向けた取り組みを積極的に行っている。 

また、障がい者虐待に関する通報届出の受理や障がいを理由とする差別に関する相談に応じ、障がい者の権利擁

護・虐待防止のために取り組んでいる。 

さらに指定事業として、指定特定相談支援事業、指定一般相談支援事業を行っている。指定特定相談支援は、障がい

者のケアマネジメント業務、指定一般相談支援は、地域移行支援及び地域定着支援を実施している。 

平成27（2015）年4月1日より、港区波除地区で「港区障がい者相談支援センター」開所。 

平成30年4月には、地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、障がい者基幹相談支援センター」を

設置。令和５年度には障がい者基幹相談支援センターを当法人が受託して以降９年目の年となった。 

ICTの活用をしながら、各区の地域自立支援協議会への主体的な参画や他分野の専門機関との連携を深め、障がい福

祉分野のみならず、児童、高齢、生活困窮、見守り相談などの分野とも連携を図り、地域における相談支援体制の強

化に努めた。 

令和５年度から令和６年度にかけても相談件数は年々増加している。特に相談方法として「その他」に該当する

「メール」での相談が増加傾向にあり、相談方法に関しても変化が見られた。職員同士のコミュニケーション強化

や相談支援のスキルアップを図り質の向上を目指すべく、事例検討や職員研修を行った。また、新型コロナウィル

ス流行以降、停滞していた各地域のイベントや外部研修が再稼働し、基幹センターとして近隣区合同で権利擁護に

関する研修会を行う等、積極的な活動展開をしている。 

 

１.登録者  

 昨年度登録者 当年度新規登録者 当年度解除者数 当年度末登録者数 

視 覚 7 0 0 7 

聴 覚 1 0 0 1 

肢 体 40 2 0 42 

内 部 6 1 0 7 

難 病 2 0 0 2 

重 心 1 0 0 1 

知 的 118 0 0 118 

精 神 120 3 0 123 

発 達 1 0 0 1 

高次脳 1 0 0 1 

障がい児 6 0 0 6 

その他 35 3 0 38 

合 計 338 9 0 347 
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２.相談支援事業 

延 相 談 件 数 2855 人 

障がい別相談件数 

視 覚 聴 覚 肢 体 内 部 難 病 重 心 

262 77 131 8 35 ０ 

知 的 精 神 発 達 高次脳 その他 合  計 

784 1364 ３ 62 115 2855 

相談受付ルート 

本 人 家 族 知人・近隣住民等 行政機関 
障がい福祉    

サービス事業所 
高齢者関係機関 

1556 131 １ 167 352 55 

医療機関 就労関係機関 教育機関 生活困窮関係機関 その他 合 計 

167 13 0 4 171 2855 

相談の実施方法 

電  話 メール 来 所 訪 問 同行 その他 合 計 

1741 123 215 168 36 14 2855 
 

開所時間外の相談対応 

平日・時間外 休日・日中 休日・時間外  合 計 

４件 0 件 0 件  ４件 

 

３.指定相談支援事業者等に対する助言・指導 

 個別支援に  

関する相談 

事業運営に  

関する相談 

専門機関の紹介

等の情報提供 
その他 合 計 

特定相談支援事業者 

障がい児相談支援事業者 
58 1 6 1 66 

一般相談支援事業者 3 0 1 1 5 

障がい福祉サービス事業者 3 1 0 0 4 

その他 13 0 8 3 24 

合 計 77 2 15 5 99 

 

４.その他(指定相談支援事業) 

事 業 内 容 件 数 等 

指定特定相談支援 
サービス利用支援 15 件 

継続サービス利用支援 43 件 

指定一般相談支援 
地域移行支援 1 件 

地域定着支援 0 件 
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◇共同組合事業 

 

大阪知的障害者雇用促進建物サービス事業協同組合（エル・チャレンジ） 

 

（1）訓練実績 （復帰協 全 1現場 5 名） 

現場名 訓練日／日 登録者 時間 送り出し母体 内容 年間日数 

大正白稜高校 
2 週に 1 回 

3 人/日 

訓練生 3 

指導員 1 
13：30～17：00 ふれあいの里 

校庭周辺側溝お

よび庭清掃 
36 

 

（2）研修会等 

エル・チャレンジ独自研修会、大阪ビルメンテナンス協会との協働事業ほか、下記のとおり実施し

た。 

・毎月 現場指導スタッフ向け研修会（人権研修、ケース会議ほか） 

・毎月 エル・チャレンジ事務局連絡会議（組合代表者会議） 

・毎年 新春ボウリング大会 

 

（3）理事会・総会 

  理事会  令和７年３月 31 日（月）15:30～17:30 

 

  総 会  令和６年５月 30 日（木）15:30～17:00 

 

 

（4）その他 

エル・チャレンジ受託事業に組合員として周知、参加等 協力。 
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◇後援・啓発・交流・その他 

 
 

＜後 援＞ 

 

◇2024 大阪市ふれあい水泳大会 

とき・ところ：令和 6年 9 月 23 日 大阪市舞洲障がい者スポーツセンター「アミティ舞洲」 

主        催：大阪市舞洲障がい者スポーツセンター「アミティ舞洲」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-23-



 

◇理事会・評議員会開催状況 

評議員会 

◇令和 6 年度第 1 回評議委員会 

１ 開催日時 令和 6年６月 各日にて個別説明 

２ 開催場所 法人本部 

出席状況 評議員 7 名のうち７名へ個別訪問にて承認をいただいた。 

第１号議案 令和 5年度事業報告並びに計算書類の承認の件 

第２号議案 令和 5年度監事監査報告の件 

第 3 号議案 定時評議員会の開催の件 

第１号報告 理事長の職務執行状況の報告の件 

第２号報告 復帰協の将来ビジョン策定に向けた検討報告 

 

※各評議員の日程を 3 度調整するも、成立要件となる 3 分の 2 以上の委員出席予定が合わず、全評議員

へ個別に訪問をし、説明をし質疑応答を図り承認いただいた。 

 

 

理事会 

◇令和 6 年度第 1 回理事会 

１ 開催日時   令和５年 6月 7 日（金）18 時 30 分～20 時 30 分 

２ 開催場所  法人本部 

３ 出席理事：藤原理事長、石田理事、奥村理事、川原理事、岡理事、八藤理事 

   出席監事：堀田監事、諏訪監事 

第１号議案 令和 5年度事業報告並びに計算書類の承認の件 

第２号議案 令和 5年度監事監査報告の件 

第 3 号議案 定時評議員会の開催の件 

第１号報告 理事長の職務執行状況の報告の件 

第２号報告 復帰協の将来ビジョン策定に向けた検討報告 

 

 

 

◇令和 6 年度第 2 回理事会 

１ 開催日時   令和 5年 11 月 29 日（金）18 時 30 分～19 時 30 分 

２ 開催場所  法人本部 

３ 出席理事：藤原理事長、石田理事、奥村理事、川原理事、岡理事、八藤理事 

   出席監事：堀田監事、諏訪監事 

第１号議案 介護・育児休業規定変更についての承認の件 

第 2 号議案 令和 6年度事業監査報告（港区拠点）の件 

第 3 号議案 定款一部変更の件 

第４号議案 定時評議員会の開催の件 

第１号報告 理事長の職務執行状況の報告 

 第２号報告 各拠点事業・中間報告 

第３号報告 復帰協の将来ビジョン策定に向けた検討報告 
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◇令和 5 年度第 3 回理事会 

１ 開催日時   令和７年３月１７日（金）18 時 30 分～20 時 30 分 

２ 開催場所  法人本部 

３ 出席理事：藤原理事長、石田理事、奥村理事、川原理事、岡理事、八藤理事 

   出席監事：堀田監事、諏訪寛治 

第 1 号議案 令和 7年度事業計画案及び予算案の承認の件 

第 2 号議案 役員賠償保険加入及び役員負担割合の承認の件 

第３号議案 役員改選の件 

第４号議案 定時評議委員会の開催の件 

第１号報告 理事長の職務執行状況の報告 

第２号報告 令和６年度事業中間報告について 

 

 

【評議員及び法人役員に関する報告】 

改正社会福祉法第 45 条の 22 の 2についての報告 

１ 補償契約 

   該当する評議員及び法人役員なし 

 

２ 役員賠償責任保険 

   評議員、理事及び監事に対する賠償責任保険加入については保険料の全額を法人負担とした。 

 

 

 

 

 

 

 

◇各種会議および委員会実施状況 

〇業務調整会議 

毎月第 3 水曜日 16 時～17 時定例 

 

〇虐待防止委員会・身体拘束廃止に関する委員会 

・虐待防止および身体拘束廃止に関する現場全職員の振り返り検討グループワーク実施 

・半年に 1回 虐待防止連携会議（各部署の代表者） 

 

 

 

〇災害および感染症対策委員会（BCP 関連会議） 

・業務調整会議内にて適宜見直しを実施。 
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◇職員研修 

令和 6年度は 4月より基本的には月 1 回を定例として法人内研修を 12 回実施した。法人内はもちろ

ん、外部での研修も対面研修の良さを実感している一方で、ZOOM を使用したオンライン研修は多忙な職

種であっても参加率が高く必要に応じて使い分けることができている。研修の機会が減ることなく維持

されており、職員のスキルアップにつながっている。 

 

令和 6年度 社内研修一覧 

  研修日 研修項目 研修内容 講師 

1 4 月 17 日 人権研修 援助の基本と障害者虐待防止・ハラスメント防止 

～利用者支援における権利擁護・職場での人権擁護 

八藤 

2 5 月 15 日 スキルアップ研修 プレゼンテーションのためのスキル～パワーポイントを学ぶ～ 八藤 

3 6 月 12 日 スキルアップ研修 【前半】プレゼンテーションを学ぶ（応用編） 

【後半】関西学院大学文学部第 4 回心理科実践センター公開講

座「発達障害のある若者と家族をつなぐ行動支援」～自治体と

大学コラボレーション～ 

研修担当 

廣瀬眞理子先生 

4 7 月 17 日 人権研修（合理

的配慮） 

【前半】大阪市障がい者ピアサポート伝達研修 

【後半】ピアサポートの理解と専門性 

大原・小林・

髙木 

5 8 月 21 日 スキルアップ研修 認知症について 
研修担当 

6 9 月 18 日 スキルアップ研修 【前半】アンガーマネジメント～対人援助職に必要な感情コン

トロール～ 

【後半】西成区内の施設紹介 

研修担当 

7 10 月 16 日 スキルアップ研修 視点を変えてはじめようポジティブ行動支援 関西学院大学 

廣瀬眞理子先生 

8 11 月 13 日 救急対応研修 普通救命講習 
研修担当 

9 12 月 18 日 スキルアップ研修 セルフマネジメント講座 
堀奈央美先生 

10 1 月 15 日 感染症対策研修 【前半】感染症・食中毒予防対策について 
八藤 

11 2 月 19 日 人権研修（合理的

配慮） 

合理的配慮について 
研修担当 

12 3 月 19 日 スキルアップ研修 対人援助技術 
研修担当 
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社会福祉法人 精神障害者社会復帰促進協会 役職員（2024.4.1～2025.3.31） 

 

相談役 麻生 幸二 

◇ 役 員 等 ◇ 

理事長  藤原 一秀 

理 事  石田 晋司   奥村 昭    川原 健史    岡 幸一    八藤 博之 

 評議員  小尾 隆一   辻井 誠人   水本 誠一    清水 由香 

  野村 紀美子  山口 宗一   中島 進 

監 事   堀田 久雄   諏訪 恵美 

 

◇ 職 員 ◇ 

【ふれあいの里】 

代 表 八藤 博之／岸原 奈津  非常勤医師 川口 尚子 

 

＜地域活動支援センターおよび指定特定相談支援・指定一般相談支援事業＞ 

施設長 八藤 博之／川﨑 裕子    

職 員 川﨑 裕子／大原 崇／高木 浩平／岡本 朋美／岡 幸一 

 

＜就労継続支援 B 型事業＞ 

管理者 岸原 奈津／小林 美貴 

職 員 樋口 健司／清水 雅恵／佐藤 俊一   

                

【ほうゆう】 

＜共同生活援助事業＞ 

管理者 小林 美貴／岸原 奈津 

職 員 辻村 さおり／皆元 健／北野 勇／山本 夕子 

   

【ふっききょう】 

＜港区障がい者基幹相談支援センターおよび指定特定相談支援・指定一般相談支援事業＞ 

管理者 北山 智美 

職 員 岡 幸一／佐藤 俊一／江口 笑里／徳本 美香／宮田 沙紀／八藤 博之 

 

[本  部] 

＜事務局＞     

事務長 岡 幸一 

事業統括部長 八藤 博之      

事務局員 宮田 沙紀／山本 夕子 
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 ◇ふれあいの里 

（地域活動支援センター（生活支援型）・就労継続支援 B 型・指定特定・指定一般相談支援事業） 

       〒557-0063 

大阪市西成区南津守 1－4－46   

地活 C：TEL 06－6659－2672  FAX  06－6659－2673 

就継 B：TEL 06－6659－2681  FAX  06－6659－2705 

    ◇ほうゆう 

    （共同生活援助） 

         〒557-0063 

大阪市西成区玉出西（以下非公開） 

大阪市西成区南津守 1－4－46 ふれあいの里内   

ほ う ゆ う ：TEL 06－6659－3240  FAX  06－6659－2673 

ふれあいの里：TEL 06－6659－2815  FAX  06－6659－2673 

 

◇港区障がい者基幹相談支援センター・ふっききょう 

  （障がい者基幹相談支援センター・指定特定相談支援・指定一般相談支援事業） 

 

         〒552-0001 

         大阪市港区波除 5－7－6 ハイツニッセイ 101 

         TEL 06－6585－2211    FAX  06－6585－2212  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               印刷 ふれあいの里   

            ※表紙の写真は、「あったかはーと・区民祭り出店の様子」です。 

 

2024（令和 6）年度 年次報告書 

2023 年 4月 1日から 2024 年 3月 31 日まで 

社会福祉法人 精神障害者社会復帰促進協会 

〒552-0001 

大阪府大阪市港区波除 5丁目 7 番 6 号 

ハイツニッセイ 201 

TEL  06－6567－8071 

      FAX  06－6567－8089 

2025 年 6 月発行 
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